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西
村
見
暁
『
有
縁
の
知
識　

暁
宇
会
選
書
４
―

仏
の
教
え
は
家
に
在
り
―
』（
暁
宇
会
、
二
〇
二
二

年
）

　

暁
烏
敏
の
弟
子
の
一
人
、
西
村
見
暁
（
一
九
一
五
〜

二
〇
〇
三
年
）
が
、
雑
誌
『
香
草
』、『
広
大
会
』（
共

に
香
草
舎
発
行
）
に
掲
載
し
た
、
二
一
編
（
一
九
五
二
年

〜
一
九
五
七
年
）、
そ
し
て
鹿
児
島
香
草
舎
か
ら
発
行

し
た
『
真
の
自
分
の
願
い
―
意
訳
四
十
八
願
―
』（
一

九
七
五
年
）
を
収
載
し
て
い
る
。

　
「
有
縁
の
知
識
」（
六
編
）、「
末
法
の
世
は
明
け
た

―
清
沢
先
生
の
阿
含
読
誦
―
」「
世
界
の
消
さ
れ
る

年
」「
生
死
巌
頭
」「
喀
血
し
た
る
肺
病
人
」「
大
臘

扇
忌
」「
臘
扇
堂
讃
仰
―
修
行
す
る
と
こ
ろ
の
如
き

荘
厳
仏
土
、汝
自
ら
当
に
知
る
べ
し
―
」「
出
家
」「
和

国
の
有
情
」「
誕
生
仏
」「
大
浜
風
忌
」（
二
編
）「
最

後
説
法
」「
五
逆
者
」「
身
体
の
念
仏
」、
そ
し
て
西

村
の
座
談
の
様
子
・「
淋
し
さ
の
中
か
ら
ー
大
垣
香

草
会
座
談
―
」（
高
木
鈴
子
）を
収
載
し
、池
田
勇
諦「
す

で
に
法
身
と
な
り
て
ー
発
刊
を
随
喜
―
」、
島
﨑
暁

民
「
そ
こ
、
動
く
な
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

西
村
の
四
〇
歳
頃
の
文
で
、
師
・
暁
烏
敏
と
の

出
会
い
を
軸
に
、
満
之
、『
無
量
寿
経
』、
釈
尊
等

が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
曖
昧
さ
を
寸
分
も
許
さ
な

い
恐
ろ
し
さ
と
、
ど
こ
ま
で
も
救
う
と
い
う
慈
愛

の
心
に
貫
か
れ
た
世
界
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

お
求
め
は
、
了
善
寺
（
〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
四　

東
京

都
港
区
芝
一
―
一
三
―
二
二
、
電
話
：
〇
三
―
三
四
五
一
―
五

六
四
六
）
ま
で
。

参
考
書
籍
の
ご
案
内

 

二
〇
二
六
年
度
企
画
展　

(

予
告)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
清
澤
満
之
が
出
会
っ
た
こ
と
ば
、
遺
（
の
こ
）
し
た

こ
と
ば
」

会
期
…
二
〇
二
六
年
三
月
五
日
（
金
）
〜
二
〇
二

七
年
三
月
一
日
（
月
）

【
開
催
に
あ
た
っ
て
】

　

清
澤
満
之
（
一
八
六
三
〜
一
九
〇
三
）
は
、
四
〇
年

に
満
た
な
い
人
生
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
言
葉
に

出
会
い
、
そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
言
葉
や
文
章
を

遺
し
た
の
か
。
そ
れ
ら
の
現
代
語
訳
を
通
し
て
内

容
を
た
し
か
め
た
い
。

　

さ
ら
に
満
之
の
生
涯
を
た
ど
り
つ
つ
、
そ
れ
ら

が
記
さ
れ
た
元
の
資
料
、
ま
た
同
時
代
の
関
連
資

料
も
合
わ
せ
て
見
な
が
ら
、
満
之
が
ど
の
よ
う
な

状
況
の
な
か
で
、
そ
れ
ら
の
言
葉
に
出
会
い
、
そ

し
て
満
之
自
身
の
言
葉
と
し
て
表
現
し
た
の
か
を

確
認
し
た
い
。
さ
ら
に
そ
こ
に
流
れ
る
満
之
の
宗

教
的
信
念
（
念
仏
と
の
出
会
い
）
を
見
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
満
之
の
こ
と
ば
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二

五
年
浜
風
臘
扇
忌
に
お
い
て
、「
私
の
心
に
触
れ
た

清
澤
満
之
の
こ
と
ば　

ベ
ス
ト
３
」（
ア
ン
ケ
ー
ト
）

を
実
施
し
た
と
き
の
言
葉
と
文
章
の
票
数
に
基
づ

い
て
展
示
す
る
（
本
誌
五
頁
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）。

書
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
と
合
わ
せ
て
こ
の
文
章

を
了
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
名
畑
直
日
児
）

　

満
之
は
、
明
治
三
一
（
一
八
九
七
）
年
八
月
一
五

日
か
ら
『
臘
扇
記
』
と
題
す
る
日
記
を
起
筆
し
て

い
る
。
そ
の
日
記
の
一
〇
月
二
四
日
に
記
載
さ
れ

た
長
い
文
章
か
ら
抜
粋
し
た
の
が
、
こ
の
文
章
で

あ
る
。

　

自
己
と
は
何
か
と
い
う
問
い
を
う
け
て
、
自
己

と
は
ほ
か
で
も
な
い
ま
さ
し
く
、
絶
対
無
限
（
阿
弥

陀
仏
）
の
妙
な
る
は
た
ら
き
に
乗
托
（
帰
命
）
し
て
、

そ
の
は
た
ら
き
の
道
理
の
ま
ま
に
、
こ
の
境
遇
に

落
在
す
る
も
の
、
こ
れ
が
自
己
で
あ
る
、
と
応
え

て
い
る
。

　

阿
弥
陀
仏
の
は
た
ら
き
に
帰
命
す
る
と
い
う
念

仏
と
の
出
会
い
を
、
真
実
の
自
己
の
内
容
と
し
て

表
現
し
て
お
り
、
満
之
に
お
け
る
宗
教
的
自
覚
が
、

近
代
と
い
う
時
代
性
を
縁
と
し
て
示
さ
れ
た
も
の

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
絶
対
無
限
に
乗
托
す
る
と
こ
ろ
か
ら
開
か

れ
て
く
る
光
景
が
、
死
生
、
追
放
、
獄
牢
等
が
憂

う
る
に
た
ら
な
い
、意
に
介
す
る
も
の
で
は
な
い（
問

題
と
は
な
ら
な
い
）
と
あ
る
。
念
仏
に
よ
っ
て
、
死
生

等
が
な
く
な
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
が
な
い
と
し
て
い
る
。
苦
し
み
に
と
ら

わ
れ
る
あ
り
方
が
翻
っ
て
、
あ
る
い
は
苦
し
み
の

も
つ
意
味
が
転
換
さ
れ
て
、
阿
弥
陀
仏
の
呼
び
か

け
と
し
て
聞
こ
え
て
き
た
と
い
う
、
満
之
の
言
葉

に
な
ら
な
い
喜
び
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
一
文
は
、
こ
の
後
、
雑
誌
『
精
神
界
』（
一

九
〇
二
年
六
月
発
行
）
に「
絶
対
他
力
の
大
道
」と
し
て
、

他
の
文
章
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
、
多
く
の
人
に
親

し
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
日
記
の

一
文
の
前
後
に
は
、
多
く
の
内
容
を
示
す
文
章
が う

れ

ひ
る
が

巻
頭
言
解
説
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清
澤
満
之
師
を
「
先
覚
」
と
仰
い
だ
先
覚

百
々
海
真
（
東
京
六
組
了
善
寺
住
職

暁
宇
会
代
表
）

　

池
田
勇
諦
先
生
が
、
満
九
〇
歳
一
〇
か
月
余
を

一
期
と
し
て
本
年
六
月
二
九
日
に
ご
西
帰
さ
れ
た
。

　

お
育
て
に
与
っ
た
私
に
真
っ
先
に
浮
か
ぶ
の
は
、

二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
一
一
月
二
六
日
、
水
野

暁
輝
法
姉
（
水
野
輝
子
様
・
愛
知
県
知
多
郡
東
浦
町
）
が

自
費
刊
行
さ
れ
た
西
村
見
暁
師
『
世
界
統
一
的
国

家
の
原
造
者　

清
沢
満
之
「
絶
対
他
力
の
大
道
」』

を
、
当
時
七
九
歳
の
池
田
先
生
が
ご
自
坊
の
「
同

朋
講
座
」
で
講
じ
る
生
涯
最
後
の
聖
教
と
し
て
選

ば
れ
た
、
そ
の
態
度
決
定
で
あ
る
。

　

西
村
見
暁
師
（
一
九
一
五
〜
二
〇
〇
三
）
は
、
法
藏

館
版
『
清
澤
満
之
全
集
』（
暁
烏
敏
・
西
村
見
暁
共
編
・

全
八
巻
・
一
九
五
三
年
）
刊
行
の
中
心
的
役
割
を
担
わ

れ
た
先
達
で
あ
り
、主
著『
清
澤
満
之
先
生
』（
法
藏
館
・

一
九
五
一
年
）
は
研
究
者
必
読
の
名
著
と
し
て
今
も

名
高
い
。

　

だ
が
、
暁
烏
師
ご
西
帰
後
、
若
い
頃
か
ら
身
を

置
い
て
い
た
明
達
寺
（
石
川
県
・
暁
烏
師
の
自
坊
）
を
離

れ
て
か
ら
、
ご
自
身
の
足
で
歩
み
通
さ
れ
た
西
村

師
の
後
半
生
は
波
紋
を
呼
び
、
一
部
に
は
批
判
も

あ
り
、
今
で
は
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
の
も
事
実

で
あ
る
。

　

そ
れ
だ
け
に
、
そ
の
よ
う
な
世
評
を
選
び
す
て
、

こ
の
一
冊
を
選
び
と
っ
た
池
田
先
生
の
態
度
決
定

は
、
編
集
刊
行
に
携
わ
り
な
が
ら
も
周
囲
の
眼
を

気
に
す
る
私
へ
の
生
き
た
教
え
で
あ
っ
た
。
先
生

は
、『
仏
説
無
量
寿
経
』
の
「
宜
自
決
断
」（『
真
宗
聖
典
』

第
一
版
六
五
頁
・
第
二
版
六
九
頁
）
の
一
語
を
尊
び
、
多

く
揮
毫
さ
れ
て
い
た
。
右
往
左
往
す
れ
ば
こ
そ
至

　
　
【
訃　

報
】

　

池
田
勇
諦
氏

　

記
念
館
創
設
に
深
く
ご
尽
力
下
さ
っ
た
池
田
勇

諦
氏
（
西
恩
寺
前
住
職
）
が
、
六
月
二
九
日
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た(
満
九
〇
歳)

。

　

約
四
〇
年
前
、
西
方
寺
で
満
之
の
顕
彰
活
動
を

熱
心
に
さ
れ
て
い
た
山
崎
正
廣
氏
（
一
九
二
九
〜
二
〇

〇
〇
）
が
、
記
念
館
創
設
に
つ
い
て
池
田
先
生
に
相

談
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ご
縁
も
あ
り
、
記
念
館
創
設
が
具
体
化
す

る
中
、
住
職
に
色
々
と
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

浜
風
臘
扇
忌
の
講
師
も
、
一
九
九
六
年
、
二
〇

〇
二
年
（
百
回
忌
）、
二
〇
一
九
年
の
三
回
に
亘
り
勤

め
て
い
た
だ
き
、
歴
代
講
師
の
中
で
最
多
で
す
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
生
の
ご
自
坊
の
同
朋
講
座
に
お
い
て
長
年
聴

聞
さ
れ
て
き
た
方
々
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

百回忌 ( 二〇〇二年 ) 集合写真より

左から三番目が池田勇諦氏

り
届
く
、
如
来
の
大
命
と
し
て
聞
き
と
っ
て
お
ら

れ
た
と
拝
察
す
る
。
決
断
の
信
、
と
も
言
わ
れ
て

い
た
が
、
こ
の
時
の
態
度
決
定
は
ま
さ
に
そ
れ
で

あ
り
、
立
脚
地
の
違
い
を
身
を
以
て
見
せ
て
く
だ

さ
っ
た
。

　

二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
二
月
四
日
の
同
朋
講

座
か
ら
講
読
が
始
ま
り
、
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年

二
月
四
日
に
最
終
章
「
精
神
主
義
の
国
家
像
」
を

講
了
さ
れ
た
。
講
座
は
、
清
澤
師
や
西
村
師
の
仰

せ
を
通
し
て
真
実
を
共
有
せ
ん
、
と
す
る
先
生
の

志
願
に
貫
か
れ
、
真
剣
勝
負
の
緊
張
感
が
み
な
ぎ
っ

て
い
た
。
全
頁
を
講
読
さ
れ
る
中
で
、
如
来
の
実

体
化
を
生
み
だ
す
恐
れ
あ
り
―
と
二
行
余
り
の
一

文
に
「
は
た
ら
き
」
の
一
語
を
加
え
て
読
み
か
え

ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
眼
光
紙
背
に
徹
し
た
聴

聞
の
姿
勢
に
驚
か
さ
れ
た
。
と
同
時
に
、
私
は
未

だ
一
字
も
読
め
て
い
な
い
の
だ
、
と
圧
倒
さ
れ
た

清
々
し
さ
が
今
も
深
く
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

二
〇
二
五
（
令
和
七
）
年
二
月
四
日
、
今
生
最
後

と
な
っ
た
同
朋
講
座
の
冒
頭
、
池
田
先
生
は
次
の

よ
う
に
仰
っ
た
。

　
「
こ
の
「
同
朋
講
座
」
で
す
け
れ
ど
も
、
近
年
一

貫
し
て
申
し
あ
げ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、「
自
己
と

は
何
ぞ
や
。
是
れ
人
世
の
根
本
的
問
題
な
り
」
と

い
う
先
覚
の
お
言
葉
に
導
か
れ
て
、
私
た
ち
が
聞

法
す
る
と
い
う
こ
と
は
「
精
神
論
で
な
く
存
在
論

な
の
だ
」
と
い
う
こ
と
を
一
貫
し
て
聞
い
て
い
た

だ
い
て
き
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
」。

　
「
先
覚
」、
清
澤
満
之
師
へ
の
深
い
謝
念
に
満
ち

た
、
池
田
先
生
渾
身
の
表
白
で
あ
る
。
法
名
は
一

道
院
釋
勇
諦
、
そ
の
名
の
と
お
り
の
ご
一
生
を
仰

ぐ
こ
と
で
あ
る
。
南
無
阿
弥
陀
仏


